
          鳴海・徳岡:多 原子分子に於ける核スビン異性骨豊に就τ

に薦 す るものを撰 ばねば な らない.但 し核 置換の次咳は,群 ③を等核 の置換の群に(一 般 には

類 型 にう爲 像す るこ とに よつ て理解 される.
                                   コ

 以f;の 考 察か ら得 られ る物理的郎糸1「1の中で,先 づ 全エ ネルギー準位の量子重 漬が一般 的に輿

え られ(5),就 中 任意 の スピンを有 す る等核系の赤 外吸牧 或いはRamanス ペ ク トルの 廻 韓 線

の張度 化が得 られ る.更 に斯 る分子系 の分配画激が任意の温度 に封 して一般的 に求 め られ るσ)

之 か ら必然 的 に得 られ る核 スピン異性照 は,全 く嚇 の種 類に從 つて規 定 され,そ れ らの存在確

率比 は更 に スピンの大 い さに依つ て異 な る(亥 の報 告脅照).同 時 に高況度 に於 いて斯 る核 スピ
                      ロ      ヤ

ン異 性 彊 を再 別 す る こ と な く分 配 画 牧 に 於 け る そ の 直 和 を とれ ば,E!uでnfe tの 導 入 せ る分 子

の 封 稽 数('9)が 得 られ る.之 は 分 子 系 の 實 廻 轄 の 群 を 瓢 核 の 置 換 の 群 に 類 型 に 爲 像 し得 る元 素 の

数 と し て 古 典 的 意 義 を 保 っ こ とに な る.
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    多原 子分 了 に於 ける核 スピン異性膿 に就 て

              鳴 海  元 ・徳 岡 善 助

 熱7F衡 にあるフk素分子が一定の存在比を以て互 に遷移確率の極 めて小 さいオル ト,パ ラの二

分子種(朕 態)の 集合 として理解 されたことは周知の如 くであるが,吾 々は斯る核スピン異性饅
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の 問 題 に 就 て,封 稻 性 多 原 子 分 子 に 老 究くを 進 め た.(1)

 取 扱 い に 關 す る 一 般 的 方 法:よ 前 記 報1頃 二從 い,薮 で ぱYXl型 分 子,即 ち そ の 封 構 性 が 廻 縛

群 丁=1で 規 定 せ られ,且 等 核Xの ス ピ ン が 一殻 に ・11を有 す る ゴ易rN二 沈 て 論 す る.

 先 づり、9・底 歌 態 の 君 子 画 敗 の 憂 換 の 表 示}よ1マA1で あ る と假 定 し 働 起 朕 態 は 老 慮 し な い.(2)… 次 に

基 準 振 動 の 攣 換 は

   rv～1「"A1→-rE十21[T2

n階 倍 振 肋 の 攣 換 を 得 る爲 に は,基 準 振 動 の 縮 退 度f=1,2,3に 從 つ て,分 子 の 廻 轄 群Gの 任 意

の 元 素Rに 關 す る指 標 の 漸 化 式:   Xil(R)=〔Z(R)・1〕 (f=1)      ・

         γn(R)=%〔Zn-1(R)・Z(R)十Z(R11)〕 (f=2)

 Xn(R)=%〔2Z(R)・Z、_lGD-%Z、 夏_}(Ps)(X(R)〕 〕十 旨Z(R2)・Z、 、_2(R)十 γ(Rn)}(f=3)

藪 にXl(R)≡=Z(R), Xo(R)三1, X_k(R)一 〇.

を 用 ひ て 計 算 す れ ば,八ln～r..u

  rJcn～(111斗1一 δ1k)rAl十(m十 δ3k十 δ5k)FA2十(2nf十1一 δゆk十δ.lk十δ,」、)17E

      薮 にii =6ni十k, m=O,1,2…;k=O,1…5;δ 且kはKrollckerの δで あ る.

  1■T≧n～αMFA1十 α人2」【A2十(XF.1-TE十 αTI FTI十 αT2 FT2

      蕪 に αA1=3in(lll十1)十(m十1)(k一 ω)十 δ、,k十w。 δ]k

        α.L2=3m(m十1)十(m十r(k-3一 ω)十(3十 ω)δ。,k十(2十 ω)δlk

               十(1十 ω)δL・k十δ3k十 ω・δ4k

 萢 にn=12ni十2k十 ω;mFO, i,2…;k=0,1.2…5;ω 二〇或 ひ は1(但 しnが 偶 数 或 ひ は こ奇

激 の 場 含)

 叉 廻 轄 薗 数 は球 窒手辮 廻1博 子 摸 型 を 用 い 廻 揺 座 標 と し てEuler角(θ,ψ,ψ 、, 更 に 球 封 縮 退

を匿 別 す る 座 標 を ζ導 入 す れ ば,(3)

       ψr=eonst. N'poτ(、illθ/2)・xpi((ア ψ 十 τq)

但 し       vρ σ,(iinθ/2)≡≡…30ふ・(θ/2)sind(θ/2)・F(一 ρ,1+9,十d,1十d, sin2θ/2)

Fは 超 幾 何 薗 敬;ρ=正 整 数la,τ=o,正 整 救19=1σ 十 τ1,d=1σ † τ1に し て  、、

               ゆ                 ロ

固 有 値 は    Ep=h2・1(P+1)/21

但 し    P=ρ 十(s+d)/2=ρ+lll:lx(lal,lrD=0,正 整 敢(-1・ ≦ σ,7≦P)

群 ⑤ の 元 素 に よ る 座 標 の 繕 換 はE:(ζ,θ,ψ.¢)→(ζ.θ,ψ,g), C:1:(ζ,θ.ψ. q)→(ζ,θ 。

ψ.q土2・liπ 「), (IL):(ζ,θ, IPn, q>→ 〉(ζ.θ,ψ,9± π), aa :(ζ.θ.ψ,9)一 〉(一 ζ,θ,ψ,9P),94 =

(ζ・θ・伽)→(一 ζ・θ,ψ 吐 雪)で あ るか ら,ψ ・を紙 とする之讐・の元 隷 よ礎 換の指 標 は

縮退度(2p十1)を 考 慮 して

       驚 鍔 留 に鰹 ㍗
                   (86)
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之 を 既 約 表 示 の 直 和 に 分 解 す れ ば           "

   1'rP～(2P+1)〔cv.urAl+αA2へ2+af F, 1")+α ・rlハrl+α'P2 r・.'2〕

但 しα.g=cr.L2=1十 δull十δ311十(; ll、, at.ii=2(i十 δ.ll,十δu、十 δ :,1、)1`u'Vl=αTz=3!十2 -2δ 、ni一δ11,一

δ2h十 δSl,,δll,はKroue・ke1・ の δで あ る.

 ス ピ 必kの 核 か ら成 る 系 は(2,s+1)1個 の 猫 立 な 棲 ス ピ ン薗 数 を 有 し,之 の 適 曽 な 一 次 結 合 を

基 底 と して 群Gの 元 素 に よ る麺 換 の 表 示 を一般 的 に 與 え れ ば の

    lI',・;・ αXr1"Ai+α 査,rA,+α 盛 翫+α*,、 17。、+α 杢∬T、

 以 一ヒのr・,君,几 の 積 表 示 を 簡 約 し,1∴u或 い は 八2に 馬 す る次 元 数 を 計 算 し,Boltzmiit)i1

統 計 に 基 い て 分 配 薗 敗Z(T)を 作 れ ば,特1・i温 度Tk(古 典 的 分 配 薗 蒙 の 表 式 に 一 致 す る と見 倣 し

得 る 最 低 温 度 一 例 え ばC狂 コで はTk=83。Kσ))以 下 に於 て は 振 動 量 子 の 働 起 を 省 略 す る 範 園 内

で,

  ZTくTh =・Xpex 1(-E(p)/kT)(2p十1){(α ㌔ 十 α弐2)五M(p)十 α査ZEF(p)十(α 手1十 α肇2)7』(p)}

敢 で α玉 十α萢=%s(2s十1)2(・2十s十3),碗=%<2s十1)(2>2十3s十1),α 墨1十 α胞=s(2s十1)

(2,2十3こ 十1)で あ る.而 し て 遷 移 の 原 因 とな る搬 動 が 少 く と も核 ス ピ ン 座 標 を 含 ま な い 限 り,

互 に 直 交 す る ス ピ ン 画 数 を 有 す る斯 る3っ の 分 子 歌 態,ΣP五A1(P),.ΣP函 くP),Σ 五Tl(P)(但 し

iうoltzmann囚 子 を 略 す)は 猫 立 に 仔 在 し,T≧Tkな るi,Vil度に 於 け る 先 験 的 存 在 比 は(α 査1+α 弐2):

2碗:3(α 杢1十 跡 の と な る.之 を 吾 々1講 頚 扮 子 の 核 ス ピ ン 異 性 艦 と名 付 け る.
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     高速度廻韓 に利用すろ磁氣軸受について

       荒勝 文策・片獺  彬・小亀  淳・矢野 淑郎

 廻轄髄 と軸受 との間の摩擦 をも皆無にして,超 高速の廻韓を實現する爲 に,物 龍 を全 く"宙

に浮かす㌦ こと'を試み之に成功した.

 重力に抗する力 として磁氣力を使 うこととし,多}個 筒コイルの性朕について種々の簡軍な

實験をやつてみた結果,我 々の口的に都合の良い性質を見出した・即ち,コ ・fルに吸引される

                    (87)


